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研究成果の概要（和文）：本研究では，美的評価の価値表象に至る時間的過程について検討し，意識に到達する
前段階の無意識的処理過程と，美しさの意識化に影響を与える無意識的影響過程について検討した。特に，顕在
的側面については，絵画画像の連続評価課題における評価の時間的変動の検討において，潜在的（無意識的）側
面については，連続フラッシュ抑制による美的評価をもとに実験的に検討した。特に，絵画画像の美しさが高い
ほど，無意識下であってもその絵画に視線が集まっていることから，美しさが潜在的に顕在的処理過程に先行
し，意識化過程へと統合される過程があることが分かった。

研究成果の概要（英文）：In the present research, the temporal process leading to the value 
representation of aesthetic evaluation was investigated, and the unconscious processing process in 
the preliminary stage of reaching consciousness and the unconscious influence process affecting the 
consciousness of beauty were examined. In particular, the manifest aspect was investigated in the 
examination of the temporal variation of evaluation in a continuous evaluation task of painted 
images, and the latent (unconscious) aspect was experimentally examined based on the aesthetic 
evaluation by continuous flash suppression. In particular, it was found that the higher the beauty 
of a painting image is, the more the eye is drawn to the painting, even unconsciously, indicating 
that there is a process where beauty precedes the latent manifest processing process and is 
integrated into the conscious process.

研究分野：実験心理学

キーワード： 美　意識化過程　潜在／無意識　顕在／意識　連続フラッシュ抑制　眼球運動
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研究成果の学術的意義や社会的意義
顔魅力が非常に高速で瞬間的であるのに対して，美的価値の表象は顕在的であり，刺激の特徴分析やその意識的
分析の後になされる過程として考えられてきた。しかし，魅力過程だけでなく美的表象や判断過程においても高
速で瞬間的で処理過程を想定することができるのであれば，美的判断がより生物学的な意義を持つことが分かっ
てくる。また，芸術や美の効用については，現在基礎研究から臨床的な研究に至るまで様々に明らかにされつつ
あるが，美的価値が注意過程や行動等への影響を与えることが明示されることで，マーケティング等への応用可
能性についても想定ができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
人は日常生活の様々な空間で様々な感覚情報をもとに他者や物と能動的に関わりながら，対
象への感性評価（美・印象・質感等の評価）を行っている。感性評価の背景機構には，各種の感
覚情報処理と後続する価値評価の認知神経科学的過程が想定される。美の意識化に至る過程に
ついて，生物学的報酬の基盤となる脳領域の働きから，社会・文化的報酬の意識的表象の基盤と
なる内側眼窩前頭皮質の働きへと至る 2 段階説に従い，前者を無意識過程，後者を意識過程と
して，それらの知覚と脳内基盤の具体的な機能とを対応付ける必要がある。 

 
２．研究の目的 
芸術作品に感じられる美や対人魅力の処理過程や評価の形成過程における意識性に着目し，
美や魅力の評価に影響を与えうる刺激の潜在性や無意識性について，実験心理学的研究と脳機
能計測研究を中心に検討することが本研究の目的であった。また，オリジナリティの高い研究方
法として，申請代表者らが既に発表した論文（Nakamura & Kawabata, 2018）にならい，連続
フラッシュ抑制課題を用いた潜在的提示方法による美的評価・美的表象の無意識的過程につい
て明らかにすることであった。 
 
３．研究の方法 
実験心理学的方法のうち，美的評価の顕在的側面を明らかにするものとしては，評定法による
顕在評価課題や視線計測課題を挙げることができ，潜在的側面を明らかにするものとしては，潜
在連合テスト（IAT）や連続フラッシュ抑制という課題を挙げることができた。脳機能計測につ
いては，それらの事態における事象関連型の機能的磁気共鳴画像等が想定できた。 

2019 年度は，顕在評価課題を用いた実験検討（異文化比較を含む），および IAT を用いたモ
ザイクパタンに対する対称性の潜在的潜行性に関する検討，および脳機能計測研究の準備を中
心に行った。しかし，新型コロナ感染症の拡大に伴い，2020年度はオンライン実験による研究
の実施を中心とした検討のみを行い，対面による心理学的実験や脳機能計測実験のほとんどを
実施することができず，脳機能計測を断念せざるを得なくなった。2021年度も引き続き新型コ
ロナ感染症拡大の影響は大きく，対面実験の制約は大きかったものの，連続フラッシュ抑制課題
を用いた検討および視線計測を用いた検討は実施ができ，研究を大きく進めることができた。 
 
４．研究成果 
本研究では，潜在連合テスト（IAT），連続的美的評価課題，視線計測，連続フラッシュ抑制課
題等，様々な対面実験による実験的検討，およびオンライン実験を用いた美的評価の顕在性・潜
在性の検討について様々な実験的研究を行ってきた。以下では，主な成果を挙げることができた
4つの研究について報告する。 
 
(1) 潜在連合テスト（IAT）を用いたモザイクパタンの対称性に関する研究 

31 名の大学生を対象とした実験では，モザイクパタンを用いた IAT課題と，顕在評価課題の
2つを用いた。IATでは，モザイクパタンに対する対称・非対称判断，単語（元気，祝福，残虐
等）に対するポジティブ・ネガティブ判断，モザイクパタンに対する対称もしくはポジティブ・
非対称もしくはネガティブ判断，さらにはモザイクパタンに対する対称もしくはネガティブ・非
対称もしくはポジティブ判断といった判断課題を行うことにより，モザイクパタンの対称性／
非対称性がポジティブ・ネガティブの判断と潜在的に結びついているかについて検討した。さら
に，同じくモザイクパタンのそれぞれに対する美的評価について 7 件法による評定を行った。   
その結果，潜在課題でも顕在課題でも，対称なパタンが非対称なパタンに比べ評価が高くなる
ことが明らかになった。日本人は非対称なものに対する選好があることがしばしば指摘されて
きたが，本研究の結果は，その一般的な指摘に対して疑問を呈する形となった。このことは黄金
比に対する顕在的評価が，黄金比に対する知識を持っている人において比較的高いことが示さ
れていること（Marcrosson & Strachan, 1997）など，対称／非対称についても知識体系による
選好や美しさとの関係を今後検討する必要がある。この研究は，共同研究者であるウィーン大学
教授のHelmut Lederらとの共同研究として論文を執筆中である。 
 
(2) 連続的美的評価課題における評価の時間的変動とその異文化比較 
日本人大学生 36 名，オーストリア人大学生 38 名を対象に，美術作品の評価を連続的に行う
中でどのように鑑賞時間が変動するかについて検討した。その結果，文化に関係なく，1つの作
品に対する鑑賞時間は試行数とともに低減し，美的評価の評定値も試行数とともに低下するこ
とが明らかとなった（図 1）。このことは，試行全体の半分が終了した時点で休憩を入れてもそ
れほど上昇することはなかった。このことは，美術館場面のように自由に鑑賞することができる
場合に，鑑賞時間が試行数とともに徐々に短くなり，作品の評価についてもそれほど大きな差で



 

 

はないが低下していくこ
とを示唆している。この
ような顕在的評価過程が
文化を問わず明らかにな
った点は興味深い。さら
に，継続する実験研究で
は，絵画画像を時代ごと
にまとめて提示した場合
と，カテゴリ（ジャンル）
ごとにまとめて提示した
場合とでは，カテゴリご
とにまとめた方がカテゴ
リが変わった際に鑑賞時
間の復帰が認められるこ
とが明らかになっている。 
 
(3) 絵画鑑賞時の視線計測 
これまで多くの研究において，絵画鑑賞
中の視線計測はなされてきた（例えば，
Yarbus, 1967; Massaro et al., 2012）。し
かし，何が絵画において注意を引き付ける
のかについて考えた際，どのように人物が
注目されるのかについては明らかでない。
本研究では，50 枚の風俗画および 50 枚の
抽象画を刺激として，20 秒間にどのよう
に絵画が鑑賞されるのか，事後に測定した
美しさ等の指標と併せて検討することよ
り，絵画に感じる評価がどのように潜在的
に自由鑑賞時の「見方」としてあらわれる
のかについて検討した（図 2）。 
実験参加者 51 名による自由鑑賞実験時
の視線計測によるヒートマップのサンプル
を図 3に示す。これらのように，20 秒の鑑
賞時間を前半と後半の 10 秒ずつにわけて
もそれほど違いなく，描かれている人物に
視線が偏っていることが明らかになってい
る。このことは人物を含む風俗画において
は一貫して見うけられた知見であり，この
ことは絵画においても生物学的な意味を第
一に探そうとする人の視線行動が明らかに
なっている。また，自由鑑賞課題後に測定し
た印象については，物語性の高低のみ自由
鑑賞における視線に違いが生じることが分
かっている。さらに抽象画における視線行
動についても含め，ロンドン大学ユニバー
シティカレッジ教授の Semir Zeki 教授と
ともに現在論文化を急いでいる状況にある。 
 
(4) 連続フラッシュ抑制課題を用いた肖像画の美しさがその意識化に与える影響に関する検討 
美しさの心的処理における無意識的な側面に焦点を当てた研究はまだ少ない。そこで本

研究では，視覚刺激に対する意識的知覚を
抑制する手法である連続フラッシュ抑制
（CFS）を用いて，肖像画刺激が無意識状態
から意識的に報告できるようになるまでの
時間の早さが絵の美しさの度合いによって
異なるかを検討した。また，意識的な報告
に至るまでの過程における情報処理のダイ
ナミクスを課題遂行時の視線を計測するこ
とで検討した。 

26 名を対象とした実験では，96 枚の肖像
画画像を刺激に用いた。実験はヘッドマウ
ントディスプレイ（HMD; HTC VIVE Pro 

図 2 視線計測実験の試行の時間系列。 

図 3 実験刺激およびその視線計測結果。A 刺激，B
最初の 10 秒間の視線のヒートマップ，D 後半の 10
秒のヒートマップ。C は全体の時間区間において有

意な場所。 

図 1 美術作品の鑑賞時間（左）および美的評価（右）の試行数に対する変動。

日本人とオーストリア人を対象とした結果（Mikuni et al., 2021）。 

図4 CFS実験の試行の流れ。肖像画が意識的に見え

たらその呈示位置または性別を回答する。 



 

 

Eye）を用い，CFS のマスク刺激としてカラーのモンドリアン刺激を 10Hz で呈示した（図
4）。CFS 条件では非利き目に肖像画が，利き目にマスク刺激が呈示された。肖像画は透明
状態から 1 秒かけてフェードインし，その後は被験者の反応があるまで呈示され続けた。統
制条件では両眼にマスク刺激とターゲット刺激が重ねて呈示された。 
実験の結果，実験課題である男女弁別と位置弁別の課題において，前者では呈示条件の主

効果が見られ CFS 条件の方が統制条件よりも RT が短く，CFS 条件において美しい絵に対
する反応時間が美しくない絵よりも短いことが分かった。しかし，HMD の眼球運動センサ
ーによる視線分析では，肖像画の存在する領域と存在しない領域に視線が留まっていた時
間の長さ（特定の領域内に視線が継続して留まっていた区間でサッカードよりも大きな単
位: “Dwell”）ごとに計算し，その時間的系列を検討すると，両実験課題ともに肖像画の美し
さによらず最終(0番)のDwellにおいて視線滞留時間が刺激の存在する側で長くなっていた。
これは，刺激の存在がすでに意識化され，刺激を見ながらその位置を確証したり，肖像画の
性別判断を行なったりしていたことに対応すると考えられる。重要な結果として，男女弁別
実験の、美しい刺激が呈示された条件において，刺激の存在しない位置よりも刺激の存在す
る位置への視線の滞留時間が長いという結果が，—2 番目の Dwell において見られた。 
これらのように，美しさが無意識的に処理され，そのことが「意識」に先立って「視線（眼

球運動）」として現れることを発見した。このことは，同志社大学助教の津田裕之氏と論文
の準備中である。 
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図5 男女弁別実験(左)と位置弁別実験(右)における反

応時間の分布と箱ひげ図。灰色は各被験者にとって美

しさが低いと評定された絵が呈示された試行，黄色は

美しさが高いと評定された試行。 

図6 視線の滞留時間分析。男女弁別実験(左)と位置弁

別実験(右)におけるCFS 条件での視線 の滞留時間の平

均値と95% CI。上側は美しさの高い絵が呈示された試

行，下側は美しさの低い画像が呈示された試行。黄色

は肖像 画が呈示されている位置に対する視線滞留時

間，灰色は肖像画が呈示されていない位置に対する視

線滞留時間。 
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